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ヨハネの黙示録 17 章 15 節～18 節 天使はまた、わたしに言った。「あなたが見た水、 

あの淫婦が座っている所は、さまざまの民族、群衆、国民、言葉の違う民である。また、

あなたが見た十本の角とあの獣は、この淫婦を憎み、身に着けた物をはぎ取って裸にし、

その肉を食い、火で焼き尽くすであろう。神の言葉が成就するときまで、神は彼らの心を

動かして御心を行わせ、彼らが心を一つにして、自分たちの支配権を獣に与えるようにさ

れたからである。あなたが見た女とは、地上の王たちを支配しているあの大きな都のこと

である。」 

 

ヨハネは、天使から「あなたが見た水、あの淫婦が座っている所は、さまざまの民族、 

群衆、国民、言葉の違う民である」と言うのを聞いた。「あなたが見た水」はバビロンの

ことで、「あの淫婦」はバビロン帝国を指している。バビロンはユーフラテス川と運河の

水の傍に立ち、様々な民族、国民を支配する大帝国であった。ローマも近隣諸国から、多

様な民族が混入した大帝国であった。ローマをバビロンに譬えている。そしてヨハネは、

天使の驚くべき言葉を聞いた。「あなたが見た十本の角とあの獣は、この淫婦を憎み、身

に着けた物をはぎ取って裸にし、その肉を食い、火で焼き尽くすであろう。」「十本の角」

はパルティアの10人の王を指し、ローマ皇帝を象徴する「七つの頭」を持つ「あの獣」

は、反神的な言動で人間を暴力的に支配したローマ皇帝たちである。「この淫婦」はロー

マ帝国のことである。獣であるローマ皇帝たちは淫婦のローマ帝国を憎み、淫婦の着物を

はぎ取り、肉を食らい、火で焼き尽くすと言う。ヨハネは天使から、ローマ帝国は皇帝た

ちによって自己崩壊する、悪は内在する悪によって自ら滅んでいくと聞いたのである。大

ローマ帝国が、支配者として君臨したローマ皇帝たちによって滅亡させられるなどという

ことがあり得るのであろうか。キリスト者は、永遠の視点から見るのである。「神の言葉

が成就するときまで、神は彼らの心を動かして御心を行わせ、彼らが心を一つにして、自

分たちの支配権を獣に与えるようにされたからである。」神は、彼らの心を一つにして獣

に支配権を与えたが、それは、神の言葉が成就する時までで、ローマ帝国は崩壊すると預

言しているのである。「あなたが見た女とは、地上の王たちを支配しているあの大きな都

のことである。」神信仰という視点から、あなたが見た女・ローマ帝国の崩壊を見抜いて

いることは驚くべきことではではないか。主イエスは「あなたたちは、わたしがベルゼブ

ルの力で悪霊を追い出していると言うけれども、サタンが内輪もめすれば、どうしてその

国は成り立って行くだろうか。（ルカ11:18）」と言われる。ローマ帝国は395年に東西に

分裂した。西ローマ帝国はゲルマン民族の大移動と侵攻によって弱体化した。そのような

時、アウグスティヌスは、426年に『神の国』を著わし、世俗国家は滅びていくが、キリ

ストが建てた「神の国」は永遠に存続すると説いた。彼が予見したように、西ローマ帝国

は、その50年後、ゲルマン人の傭兵隊長オドアケルによって、皇帝は退位させられ、崩壊

した。その崩壊は外部からの政治・軍事の圧力ではなく、偏狭な差別と排除の論理がはび

こり、内部が腐敗し、崩壊していったと言われている。ヨハネは、西ローマ帝国崩壊の

400年前、「パックス・ロマーナ（ローマの平和）」を謳歌していた時代に、ローマ帝国は

自ら破滅していくと預言している。永遠の相から見ると、人間の営みは、どんなに強大

で、堅固であっても、しょせんは消えていくものであることを見抜いていたのである。こ

の視点にただ敬服する。 


